
1 まえがき

現在、宇宙事業は大きな転換期を迎えています。市場の動向
及び産業政策はここ数年間で大きく変化しており、環境変化に
いち早く適応することが新たな競争優位を築くことにつながり
ます。
こうした状況を踏まえ、宇宙事業が新たに目指す方向性を、
事業に携わる全員が共有して変革のスピードを高めることを目
的とし、行動指針となる「NEC宇宙事業ビジョン」「宇宙事業
ロードマップ」を2010年夏に策定しました。
これらはNECグループ内で共有する目標であると同時に、お
客様に対して「NECはこう変わります」というコミットメント
でもあります。

2 宇宙事業を取り巻く状況と課題

2.1  市場の状況
2008年度の国内宇宙関連市場規模は約7.2兆円であり、年率
5%程度の順調な成長を続けています（2010年度 日本航空宇宙

工業会調べ）。しかし市場の95%以上は衛星通信・放送、カー
ナビゲーションなどの一般ユーザ向け利用産業が占め、NECが
主要な事業ドメインとしている“宇宙機器製造産業”の規模は
約2,500億円に過ぎません。更に、この機器製造市場は政府宇宙
開発予算への依存度が高く、近年の財政状況を反映して非常に
厳しい状況にあります。この傾向は世界規模で見ても同様です。
利用分野別では、市場の過半数を占める通信・放送市場が既
に成熟期にある一方、新たな成長分野として地球観測（リモー
トセンシング）市場が注目されています。宇宙という“場所”
が持つ広域性、越境性を生かした地球環境や災害モニタ、測位
情報と関連情報を組み合わせた地理空間情報サービスなど、宇
宙の実利用場面が拡大することが見込まれます。
2.2  産業政策の変化 －開発から利用へ－
宇宙基本法を契機として、わが国の宇宙産業政策は“開発”
から“利用”へと大きく舵を切りました。更に、2010年に制定
された「新成長戦略」においても宇宙開発利用の推進が謳われ
ています。
このように、宇宙産業を21世紀の戦略産業の1つと位置付け、
以下の4つの施策を通じて国際競争力強化に取り組むことが、
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政府の明確な意志として打ち出されています。
1) 社会インフラとしての継続的な宇宙利用プロジェクトの
推進
2) “宇宙外交”と呼ばれる、外交手段あるいは目的として
の宇宙開発利用
3) 安全保障分野における宇宙利用の推進
4) 先端的研究開発を通じた産業全体のレベルアップ
こうした政策変更によって企業は産業化に向けた支援を得る
一方で、当然のことながら企業側においても変化への迅速な対
応が強く求められることになります。NECの宇宙事業ロード
マップは、変化を好機としてとらえ、更にはNEC自身が変革し
ていくための指針ともなるものです。
2.3  NEC宇宙事業の目標
NECグループビジョンV2017「人と地球にやさしい情報社会
をイノベーションで実現するグローバルリーディングカンパ
ニー」の実現に向け、宇宙事業においては次の3点を事業経営
における最上位課題としています。
11) トップライン引き上げ
アクセス市場と事業領域の拡大を通じて、10年後の宇宙事業
規模を現在の2倍となる1,000億円事業にする。
2) コスト競争力の増大
標準化の推進によって繰り返し生産比率を高め、コストの低
減を図る。
3) 事業安定化
少数顧客への過度な依存から脱却してグローバルに事業を展
開し、利用分野を含む幅広い事業展開によって市場変動リス
クを低減し、継続的な投資を可能にする事業構造を構築する。
宇宙事業ビジョン・ロードマップは、これらの事業目標を明
確にするとともに、実現のための道のりを示したものです。そ
の内容を以下並びに本特集の「ロードマップ実現に向けた取り
組み」において紹介します。

3 宇宙事業ビジョン

3.1  宇宙ソリューション企業への変革
NECでは国内の研究開発に重点を置いた“衛星製造メーカ”
体質から脱皮して、“グローバルな宇宙ソリューション提供”
を行うソリューション企業への変革を志向していきます（ 図
1 ）。
NECグループビジョンV2017に基づくアクションとして、宇
宙事業においては「宇宙というイノベーションツールを使って
各種のソリューションをグローバルに提供していく」ことを目

指します。
NECの10年後の“ありたい姿”は、通信と地球観測の融合に
よる“統合宇宙利用システム”の提供と、それを用いたリモー
トセンシングデータ利用サービスとを提供する宇宙ソリュー
ション企業です。宇宙から取得した観測データと地上の各種セ
ンサデータを組み合わせて処理・加工・蓄積し、ユーザの必要
とする情報が“いつでも”“どこでも”“誰でも”“何でも”
利用可能な情報サービスの提供を目指します（ 図2 ）。
こうしたソリューションを実現するための鍵となるIT・ネッ
トワーク技術と、宇宙セグメントにおける小型化技術やセンサ
技術は、いずれもNECが高い技術と豊富な実績を持つ分野です。
高い技術力と豊富な経験に裏付けられた製品・サービスを武器
にグローバル市場へ事業展開をするとともに、情報サービス事
業への事業ドメイン拡大を積極的に推進し、宇宙事業の新たな
姿を実現していきます。

図1   NEC宇宙事業ビジョン

図2   統合宇宙利用システム
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3.2  グローバル市場への展開
グローバル事業展開における主要ターゲットは、アジア・ア
フリカ・中南米などの“宇宙新興国”です。これらの国々では
リモートセンシングデータ利用による社会的課題（環境汚染、
資源管理、自然災害）の解決、及び先端産業である宇宙関連技
術の獲得を通じた産業振興に対する強いニーズが存在します。
NECは、入手性や経済性に優れた小型地球観測衛星を用いた
統合宇宙利用システムが、新興国の宇宙利用ニーズに対する最
適な解決方法であると考えます。データ利用システムという
ハードウェアと技術供与・人材育成というソフトウェアをパッ
ケージ化し、社会インフラシステムの一部として提供すること
を目指します。このシステムの中核となる小型地球観測衛星の
開発を、経済産業省殿の“先進小型衛星（ASNARO）”プロ
ジェクトにて行っています。ASNAROはNECが長年培った小
型軽量化技術と、“はやぶさ”で開発・実証した自律制御技術
を採用した最新の小型衛星であり、わずか500kg未満でありな
がら2t級の商業用地球観測衛星と同等レベルの観測性能を実現
します。
この小型衛星を中核とし、NECグループが保有する各種ITア
プリケーションと融合することにより、魅力あるソリューショ
ンを構築し、更には海外事業ネットワークを活用した“One
NEC”の力で宇宙事業のグローバル化を推進します。
3.3  事業ドメインの拡大
収益源を、従来の製品開発から利用システム・サービス提供

へと拡大するために、プロダクトの標準化と“フルターン
キー”事業遂行能力の向上を目指しています。
標準化については、ASNAROの技術成果に基づく標準衛星バ
スNEXTAR（NEC Next Generation Star）を開発し、搭載する
観測センサと組み合わせたラインアップ整備を図ります。並行
して地上システム（追跡管制局、データ受信・処理設備）の標
準化とメニュー化を進めます。
また、ソリューション提供のバリューチェーン（コンサル
テーション～システム構築・メンテナンス～サービス提供）全
体にわたる事業遂行能力を向上するため、社外との連携（アラ
イアンス及びM&A）を積極的に活用したスピード感のある事業
展開を行います（ 図図3 ）。

図3   バリューチェーンの整備

図4   宇宙事業ロードマップ
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4 宇宙事業ロードマップ

4.1  “ありたい姿”へのアプローチ（2つの展開フェーズ）
2020年の宇宙関連事業規模を現在の2倍にするため、海外ビ
ジネス（商用機器+小型衛星）及び国内の安全保障宇宙利用を
成長分野として注力します。これによって従来の研究・開発分
野に海外向け商用、安全保障を加えた宇宙事業の“三本柱”を
確立し、安定した事業構造へと変革します。
この変革プロセスを“種蒔きフェーズ”と“刈取りフェー
ズ”に分けて遂行します（ 図図4 ）。
種蒔きフェーズではソリューション事業能力の向上に重点を
置き、標準製品ラインアップ整備と社外連携体制の構築を推進
します。社内体制についても見直しを進めて事業効率の改善を
図り、新たな市場環境やニーズへの対応力を強化します。そし
て政府間協力スキーム（ODAなど）と連携した宇宙新興国への
アプローチにより、グローバル市場への進出を目指します。ま
た、サービス分野への事業領域拡大に向けた準備として、専門
事業者との連携を含む事業体制の構築と、エンドユーザが容易
にリモートセンシングデータにアクセスできるような仕組みや
システム（情報プラットフォーム）の構築に注力します。
安全保障のための宇宙利用分野においては、社内の安全保障
関連アセットとの連携及び社外との積極的協力を通じて、強固
な事業体制を実現します。
刈取りフェーズでは、前フェーズで整備した事業能力を使っ
てアクセス市場/事業領域をいっそう拡大し、目標とする統合
宇宙利用システムの構築とデータ利用&配信サービス事業を本
格的にスタートさせます。また、事業規模と領域の拡大に併せ
て、事業体制の再構築を行います。市場拡大では新興国向け社
会インフラシステム輸出の本格化と、安全保障宇宙利用システ
ム提供及び商用通信衛星市場への参入を目指します。
4.2  事業構造の変革
以上、宇宙事業ビジョン・ロードマップについて述べました
が、これを効率的に遂行していくためには「通信・放送・測
位」「地球観測」「将来大型」「ロケット搭載機器」「安全保
障」「科学・技術開発」「商用機器」といった市場別の事業分
野（SBU）ごとに細分化して役割分担を明確にすることが重要
であると考えます。各SBUの位置付けを、“基盤事業分野”
と“ソリューション事業分野”に大別して示します（ 図5 ）。
基盤事業分野に属するのは、安全保障、科学・技術開発、商
用機器の各SBUです。これらの事業は安定した収益の確保と将
来の糧となる新規技術開発を通じて、宇宙事業の基礎となる役
割を担います。

図5   宇宙事業構造

ソリューション事業分野に属するのは、通信放送・測位と地
球観測SBUです。統合宇宙利用システム/サービス事業の中核
を担う宇宙事業の成長ドライバとしての役割を担います。
いずれの事業分野にも属していない将来大型SBUは20年後の
宇宙事業の柱を目指した長期的な事業形成を目指し、ロケット
搭載機器SBUは安定して堅実な事業遂行を通じて宇宙事業の発
展に貢献します。
本特集の後半では、ロードマップの実現を支える各種の技
術/製品を紹介します。

5 むすび

NECは、宇宙事業ビジョンと宇宙事業ロードマップを羅針盤
として新たな目標に向かってチャレンジします。
私どもは日本の宇宙開発のパイオニアとして培った高い技術
力と豊富な経験、更には全社で保有するIT及びネットワークの
技術を組み合わせ、NECグループビジョンが掲げる“人と地球
にやさしい情報社会”の実現に貢献していきます。
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